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１．はじめに  

 桁断面を変化させた場合は，桁断面が一定の場合に比べ，桁に作用する断面力が変化する．断面の設計によ

っては局所的に曲げモーメントが作用すると考えられ，それを防ぐように適切な剛性の落橋防止ケーブルを設

計する必要がある．本研究は，変断面連続桁における落橋防止ケーブルの必要剛性を算出するための簡易的な

計算方法に関して検討を行う． 

２．簡易解析法  

 落橋時の挙動を把握するための数値解析では，一

般に図-1のような 5 径間連続桁を用いて動的解析を

行う．すなわち，A 点が橋脚から離れた状況を想定

し，A 点部に落橋防止ケーブルを設置する．しかし

ながら，桁が落下すると，AB 間に最も不利な曲げモ

ーメントが作用すると考えられ，本研究では，5 径間連

続桁の AB 間を図-2 のような張り出しばり形式の簡易

モデルに置き換え，静的解析により AB 間のモーメント

を求める．  

落下中に作用する荷重は死荷重のみとし，地震時慣性

力など他の外力は考えないこととする．ケーブルに作用

する力を不静定力とし，その不静定力 X を求める際には，

桁に作用する死荷重を，図-3のように死荷重合計の 4/5

倍の集中荷重が B 点から(5/8)l の位置で作用するとして

近似する．X を求めた後は，死荷重を分布荷重としてモ

ーメント分布を求める．また，最も不利な曲げモーメン

トが作用すると考えられる桁断面（l1から l5）の断面変

化のみを考慮する． 

本研究では，桁断面を変化させたケースおよび桁断

面が一定のケースにおける曲げモーメントを求め，桁

が降伏しないための必要ケーブル剛性に関する検討，

および動的解析による 5 径間連続桁の曲げモーメン

トとの比較を行う． 

３．解析結果および考察 

 図-4 および図-5 は桁断面を変化させたケースと，

桁断面が一定のケースの解析結果である．一例として，

ケーブル剛性が 100MN/m および 500MN/m の結果を

示した．縦軸は曲げモーメント，横軸はAB間を示す．
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図-1 5 径間連続桁モデル 

図-2 簡易モデル 
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図-3 近似モデル 
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図-4 解析結果（k=100MN/m） 
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